





































































































































まった 4 月から 8 月までの 5 ヶ月間のものである。事例はその都度当保育者によってノートに記録
された。 
各事例は、初めに保育者と子どものやり取りを示し、次に事例の概要、保育者の働きかけ、考察













A は３歳の女児である。１歳時に本園に入園したので園生活は 3 年目になる。保育者は A が 3





























































































































































































































「おっとり感が出てきた」と表現した。さらに D が 2〜４歳のときに関わっていた保育者たちも「本
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